
資料２

達成度評価シート（令和７事業年度 実績評価）

法人

評価の理由 評価 評価 市長 法人

1
博物館等運営の中核を担う専門的な人材の安定的確保及

び育成
3 3

2 博物館等資料に関する調査研究 3 3

3 博物館等資料の保管に関する調査研究 3 3

4 博物館等資料の展示に関する調査研究 3 3

5 博物館等の運営に関する調査研究及び評価 3 3

6 博物館等資料の収集、整理及び提供 3 3

7
博物館等資料の保全及び効果的な活用のための計画的な

修復
3 3

8
防災及び防犯を含めた博物館等資料の適切な保管及び将

来への継承
3 3

9
ICTを活用した博物館等資料のデジタル・アーカイブ化

及び有効利用
3 3

10
博物館等の機能維持並びに適切な利用環境の確保に向け

た施設及び設備の計画的な整備及び改修
3 3

11
バリアフリー及びユニバーサルデザインに配慮した施設

及び設備の計画的な整備・改修
3 3

33 33

12
2025年大阪・関西万博のレガシーを継承した展示等の

実施
4 4

13
所蔵するコレクションを積極的に活用した来館者への鑑

賞機会の確保（常設展）
4 4

14
所蔵するコレクションを積極的に活用した来館者への鑑

賞機会の確保（自主企画展）
3 3

15 来館者の利便性向上に向けた開館時間の延長 4 4

16 博物館機構一体としての各館の連携事業等の実施 3 3

17
博物館等資料の貸出及び借用を含む他の博物館等関係機

関との相互支援及び協働
3 3

18
各館の建物及びその附帯施設等を有効活用した幅広い事

業の展開
3 3

24 24

市長評価
内容

評価

中項目 小項目

評価委員会　意見（要旨）
内容

合計

1

各種活動の基盤をなす専

門的人材及び博物館等資

料の充実並びに施設及び

設備の整備

学芸員の計画的な採用などによる適切な人員配置や、６

館合同での研究に係る報告会や展覧会の合同鑑賞会を実

施したほか、科学研究費助成事業等の外部資金を獲得し

ての調査研究活動に努めた。

また、計画的な寄贈資料の受け入れ・修復・アーカイブ

化等や、自然史博物館の保存科学担当学芸員によるＩＰ

Ｍ（総合的有害生物管理）手法の６館共有、科学館にお

ける全国プラネタリウム大会2025の大阪での開催な

ど、全体として計画どおりの取組みが行われていると評

価する。
3 3

合計

2

幅広い活動及び連携を通

じた博物館等の魅力向上

大阪・関西万博に合わせて、機構全体で連携して「大阪

博」を展開し、各館において「大阪の宝」を展示すると

ともに、WEBサイト「デジタル大阪ミュージアムズ」に

より公開した。

また、市立美術館の特別展「天空のアトラス」は目標を

大幅に上回る来館者を獲得したほか、科学館ではアメリ

カ館から「SLSロケット模型」を、東洋陶磁美術館では

「五大陸の石」を受贈し、常設展示するなど、万博レガ

シーを各館の魅力向上につなげた。

さらに市立美術館や中之島美術館等で夜間開館を実施

し、利用機会を拡充したほか、他機関との連携も進めて

おり、全体として計画を上回る取組み、成果があったも

のと評価する。

4 4

〈評価点〉

５点：年度計画を大幅に上回って実施している

４点：年度計画を上回って実施している

３点：年度計画どおり順調に実施している

２点：年度計画を十分に実施できていない

１点：年度計画を実施できていない（未実施）
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法人

評価の理由 評価 評価 市長 法人

市長評価
内容

評価

中項目 小項目

評価委員会　意見（要旨）
内容

19
国際会議やシンポジウム等における各種活動成果の発表

等
4 4

20
海外の他の博物館等関係機関との学術交流による人的

ネットワークの形成
4 3

21
博物館等資料の貸出及び借用を含む他の博物館等関係機

関との相互支援及び協働（再掲）
3 3

11 10

22
2025年大阪・関西万博を契機とした博物館等の周知及

び来館者の獲得
5 5

23 エビデンスに基づいた戦略的広報の展開 3 3

24 学芸員の専門的な知識を活かした広報の展開 3 4

25
他の博物館等関係機関との連携及び協働を通じた広報の

展開
4 3

26 多様な媒体及び手段を通じた各種活動の成果の発信 3 3

18 18

27
2025年大阪・関西万博を契機とした博物館等の周知及

び来館者の獲得（再掲）
5 5

28
所蔵するコレクションの魅力を伝える常設展示における

展示替え（再掲）
3 3

29 文化観光拠点として集客力のある展覧会の誘致及び開催 4 4

30 来館者の利便性向上に向けた開館時間の延長（再掲） 4 4

31
多言語表記やＩＣＴの活用等によるさまざまな来館者へ

の快適な鑑賞環境の提供
3 3

32
施設内外における来館者目線に立った分かりやすいサイ

ン表示の充実
3 3

22 22

合計

3

国際的な連携・発信 大阪・関西万博の機会等を捉えて、各館で国際会議・シ

ンポジウム参加や発表、視察受入れ、意見交換等を通じ

て海外の関係機関等との連携に取り組んだ。

市立美術館における館長のICOMドバイ大会参加や、万

博イタリア館等との連携による特別展「天空のアトラ

ス」の開催に加え、科学館では万博関連のシンポジウム

で取組を紹介し、アジア太平洋地域科学館協会

（ASPAC）ワークショップを館内開催して展示手法を議

論した。

歴史博物館も海外館と協議・交流を推進し、資料貸借、

講師派遣、研修受入れ、寄稿等により連携を強化するな

ど、全体として計画を上回る取組み、成果があったもの

と評価する。

4 3

合計

4

戦略的広報の展開及び各

種活動の成果の発信

来館者データ、人流データ、Web解析等を活用した戦略

的な広報・プロモーションを展開し、会期途中にも追加

広告を行うなど機動的な集客に取り組んだ。

市立美術館の特別展「天空のアトラス」では、新たな層

の来館者を獲得し、館の認知度及び魅力向上に大きく貢

献した。６館合計約402万人と法人発足後最高の来館者

数を達成した。

各館でも学芸員によるメディア発信や関係機関との連

携、デジタルツールの活用を進めており、全体として計

画を上回る取組み、成果があったものと評価する。

4 4

5

ソフトの充実及び来館者

の受入れ体制の整備

市立美術館において大阪・関西万博のイタリア館で展示

されていた文化財を特別展「天空のアトラス」で展示

し、これまで美術館を訪問する機会のなかった人も含め

て、多くの来館者を得るなど魅力ある展覧会の開催に努

めたほか、市立美術館（延べ101日間）・中之島美術館

（延べ43日間）等において夜間開館を実施した。

また、各館においては、ICTを活用した多言語化を計画

に基づき着実に推進した。特に、市立美術館の「日本国

宝展」「ゴッホ展」や、自然史博物館の「昆虫

MANIAC」では、自動翻訳サービスを活用して章立てパ

ネルを多言語に対応させるなど、全体として計画を上回

る取組み、成果があったものと評価する。

4 4

合計
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法人

評価の理由 評価 評価 市長 法人

市長評価
内容

評価

中項目 小項目

評価委員会　意見（要旨）
内容

6

周辺エリアで活動するさ

まざまな事業者等との連

携

各館において周辺施設や地域の事業者との連携を進め、

共同事業や広報を通じて地域の魅力向上に取り組んだ。

市立美術館では慶沢園との共通チケット販売等を行い、

東洋陶磁美術館、科学館、中之島美術館では「中之島パ

ビリオンフェスティバル2025」に参画した。また、

「大阪博」にあわせて各館や周辺施設を周遊するNFTス

タンプラリーを実施するなど、全体として計画どおりの

取組みが行われていると評価する。

3 3 33 周辺エリアで活動するさまざまな事業者等との連携 3 3

34
各館のミュージアムショップ、カフェ等における民間企

業等と連携したサービスの充実
4 3

35
民間企業等との協働による各館の活動に関連する商品及

び技術の開発
3 3

36
各館の専門性や博物館資料を活用した民間企業等との活

動の支援
3 3

10 9

8

こども及び教員等への支

援

各館において館の専門性を活かした子ども向けのワーク

ショップやプログラムなどに取り組んだほか、教員向け

の講演や研修などの様々なプログラムを実施するなど、

全体として計画どおりの取組みが行われていると評価す

る。 3 3 37 こども及び教員等への支援 3 3

9

幅広い来館者への支援 各館において講演会や教育実習の受入れや教育普及に取

り組んだほか、自然史博物館において配慮が必要な利用

者の支援団体との意見交換を実施した。

法人としても包括連携協定に基づき大阪公立大学に講義

を提供するなど、全体として計画どおりの取組みが行わ

れていると評価する。

3 3 38 幅広い来館者への支援 3 3

合計

7

民間企業等との協働等 各館において特別展と連動した商品開発等を積極的に推

進し、収入確保に努めるとともに展覧会の魅力向上を

図った。

特に、市立美術館において大型特別展ごとにオリジナル

グッズを展開したほか、科学館においても展覧会コラボ

メニューを企画・実施するなど、利用者サービスの向上

を図った。

また、自然史博物館では府内自治体等へ延べ40人を超え

る学芸員を派遣し社会貢献を行うなど、全体として計画

どおりの取組みが行われたものと評価する。

3 3
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法人

評価の理由 評価 評価 市長 法人

市長評価
内容

評価

中項目 小項目

評価委員会　意見（要旨）
内容

39 ボランティアやＮＰＯ等の各館の活動への参画の促進 3 3

40
各館の活動に関するさまざまな人々との対話の機会及び

場の設定
3 3

41
さまざまな人々が自らの学習成果を活用して行う教育活

動の機会の提供及びその奨励
3 3

9 9

42
全職員に対する博物館機構の経営理念及び活動方針等へ

の理解の促進によるガバナンス強化
3 3

43 中長期的な視点を備えた事業の企画及び実施 3 3

44
各館におけるノウハウや事業成果、課題等の博物館機構

全体での共有
3 3

45 エビデンスに基づいた戦略による事業の実施及び評価 3 3

46
ＰＦＩ事業に係るモニタリングによる大阪中之島美術館

の安定的な運営
3 3

47 ＩＣＴの積極的活用等による業務の効率化 3 2

48
より一層のサービス向上実現に向けた民間活力の導入、

渉外及び広報機能の強化
3 3

21 20

49 内部統制の強化に向けた環境整備 3 3

50 事業継続計画（ＢＣＰ）の策定及び継続的改造 3 3

6 6

13

職員の育成に向けた取組 人事交流や年間を通じたジョブローテーションにより職

員のキャリア形成を進めるとともに、SNS運用、DX、研

究倫理、BCP等に関する研修を実施し、専門性や広報・

プロモーション能力の向上を図った。

また、人事評価に係るインセンティブ制度について調

査・検証を進めた。

一方、当初目標としていた各階層別研修の年１回実施に

は至っておらず、課題は残るものの、全体として計画ど

おりの取組みが行われていると評価する。

3 3 51  職員の育成に向けた取組 3 3

12

内部統制の強化 全職員へのハラスメント研修や研究者を対象とする倫理

研修、監事監査・内部監査等を実施し、コンプライアン

スと内部統制の強化を図った。

また、事業継続計画（BCP）を策定し、職員研修と動画

アーカイブ化により継続的な学習体制を整備しており、

全体として計画どおりの取組みが行われていると評価す

る。

3 3

合計

合計

10

参画機会の提供 各館において、各種ボランティア等が参画する行事や研

修を積極的に実施した。科学館では大阪・関西万博の電

力館においてワークショップ・実演ショーを実施し、自

然史博物館では全国の博物館友の会指導層を対象とした

研修会「友の会サミット2025」を開催するなど、全体

として計画どおりの取組みが行われていると評価する。

3 3

合計

11

経営と運営の一元化によ

る効果の発揮

総務課長会や学芸課長会、経営会議等を通じた情報共有

や意思統一の徹底などに加えて、グループウエア等の活

用による組織連携とガバナンスの強化を図った。

また、人流データやアクセス解析の結果を全職員で共有

して６館一体の事業推進に活用したほか、PFI事業の検

証や施設整備を計画的に進めた。

さらに、合同での鑑賞会を行いノウハウ等を共有するな

ど、全体として計画どおりの取組みが行われていると評

価する。

3 3
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法人

評価の理由 評価 評価 市長 法人

市長評価
内容

評価

中項目 小項目

評価委員会　意見（要旨）
内容

14

収入の確保 Web広告によるチケット購入促進や、民間企業と連携し

た商品開発・デジタルコンテンツの提供等により収入確

保に取り組んだ。

また、ユニークベニューについて、中之島美術館に加え

新たに市立美術館においても事業を本格的に開始してお

り、東洋陶磁美術館では試行的に実施し、次年度の本格

実施に目途を立てた。

キャンパス・メンバーズ制度も継続して運用するなど、

法人資産の活用を進めており、全体として計画どおりの

取組みが行われていると評価する。

3 3 52 収入の確保 3 3

15

外部資金の獲得 外部資金の獲得に向けた情報収集や協議を進めるととも

に、科研費等の採択率向上に向け、学芸連絡会議等で情

報共有・意見交換を行い、館間でノウハウの共有を図っ

た。

また、万博関連事業について文化庁の「日本博2.0」事

業に申請し、１件22,185千円の採択を受けた。

組織的な取組を着実に進めており、全体として計画どお

りの取組みが行われていると評価する。

3 3 53 外部資金の獲得 3 3

16

経費の軽減 契約事務審査会及び契約監視委員会を開催し、適切な契

約手法の選定や競争入札の拡充を通じて経費の抑制に取

り組んだ。

また、各館の展覧会・イベント情報を「大阪博」Webサ

イトに集約し、「大阪の宝」の紹介動画をWeb公開と動

画広告の双方に活用するなど、情報発信の効率化を図っ

た。

Webサイトの次年度以降の運用方針も整理しており、全

体として計画どおりの取組みが行われていると評価す

る。

3 3 54 経費の縮減 3 3

5 / 6 ページ



法人

評価の理由 評価 評価 市長 法人

市長評価
内容

評価

中項目 小項目

評価委員会　意見（要旨）
内容

17

ＳＤＧｓの理念に基づく

取組の推進

多様性に配慮した採用を進めるとともに、施設のLED化

や高効率変圧器の採用等、省エネルギー化に向けた整備

を計画的に実施した。

また、「教員のための博物館の日」や出前講座、キャン

パス・メンバーズ制度等を通じて学習機会の充実を図っ

たほか、中之島美術館では展覧会垂れ幕を再利用した小

学生参加型のアップサイクル・ワークショップを実施し

環境・教育の両面から取組を進めるなど、全体として計

画どおりの取組みが行われていると評価する。

3 3 55 ＳＤＧｓの理念に基づく取組推進 3 3

18

来館者の安全確保 機構内のヒアリングや実査を踏まえて事業継続計画

（BCP）を策定し、BCPに関する職員研修を実施した。

また、研修動画をアーカイブ化し継続的な学習機会を確

保した。

災害時における来館者の安全確保と法人全体の危機対応

力の向上に向けた基盤を整えており、全体として計画ど

おりの取組みが行われていると評価する。

3 3 56 来館者等の安全確保 3 3

19

情報公開の推進 各館及び法人Webサイトにおいて、法人情報の積極的な

公開に努めるとともに、専用サイトにおいて分かりやす

い情報提供に取り組むなど、全体として計画どおりの取

組みが行われていると評価する。

3 3 57 情報公開の推進 3 3

61 60 184 181

大阪市：全体評価（年度実績評価）

地独）大阪市博物館機構の令和７年度の業務実績については、６館すべてが年間を通して開館した初めての年であり、また大阪・関西万博の開催を迎える中で各種施策に取り組み、総じて計画どおり実施していると評価する。

特に、万博に関連して機構全体で展開してきた「大阪博」や市立美術館における「日本国宝展」「天空のアトラス」展の開催等により、機構設立以来最高の来館者数を記録するとともに、新たな来館者層の開拓や博物館の認知度向上に寄与した点、並

びに各国パビリオン等から引き継いだ作品を常設展示とした取組も高く評価する。

さらに、万博の機会等を捉え、各館が国際会議・シンポジウムへの参加や海外博物館との交流等を通じて、関係機関との連携に取り組んだことも評価する。

これらの成果を一過性に終わらせることなく、今後の機構運営・事業展開につなげることを求める。

一方で、各館のノウハウ共有や事業成果・課題の機構全体での共有が進むなど自主的かつ自律的な組織運営が一定進展しているものの、ガバナンスを効かせた組織運営については、中長期的視点も踏まえてさらなる取組が必要である。

今後、６つの特性の異なる博物館等を運営する地方独立行政法人として、経営と運営の一元化の効果をより一層発揮し、地方独立行政法人のメリットを最大限に活かした施策を推進されたい。

合計 合計
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